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~ 十二監 四司 八局 他街門
正四品 太監 (1) 門正(1)
従四品 左・右少監(各 1) 門副 (1)
正五品 左・右監丞(各 1) 司正 (1) 局大使(1) 庫大使(1)
東宮六局局郎(各 1)
従豆品 左・右司副 左・右百股 庫左・右副使(各 1)


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































選入~従六品 12.7 81 
従六品同士 4.8 43 
従六品~正五品 6.4 49 
正五品同士 3.6 37 
E五品~従四品 4.1 58 
従四品同土 3.2 33 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平均 13.9/15.8 平均年輪 29.9/33.3(31.6)歳
(14.8) 選入佐平均年数 14.7/20.8 (17.8)年
来データ処理方針
・183名の官官のうち、「東宮官」に就任しかっ皇帝の即位後に出世した官官 42名を抽出し
た。木監に就任してから東宮官についた官官5名は、東宮官の地位が出世田役に立ったわ
けではないため、省いた。
。
(
宣
徳
)
七
年
、
賜
司
雄
監
太
監
金
英
・
沼
弘
等
先
死
部
。
と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
宣
徳
期
に
は
太
監
が
同
時
に
複
数
名
登
場
し
て
い
る
。
太
監
の
複
数
名
化
は
『
明
実
録
」
に
も
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
、
成
化
二
十
一
年
の
吏
科
都
給
事
中
李
俊
ら
の
上
奏
に
、
近
侍
之
設
、
園
初
皆
有
定
。
調
副
司
幽
ゴ
引
開
。
と
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
一
名
だ
っ
た
太
監
が
成
化
期
に
は
十
i
二
十
人
程
度
ま
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
成
化
二
十
三
年
の
巡
按
直
隷
御
史
の
養
洪
の
上
奏
の
中
で
は
、
五
回
、
禁
近
習
。
謂
我
太
祖
高
皇
帝
、
内
府
錐
設
監
・
局
、
然
一
監
止
四
五
人
、
一
局
止
二
三
人
、
官
不
過
四
品
。
未
有
干
預
朝
廷
之
政
者
。
粗
鋼
叶
〕
周
捌
創
刻
、
布
列
中
外
、
侍
勢
縦
横
、
害
政
己
甚
。
と
あ
る
よ
う
に
、
洪
武
期
に
比
べ
、
成
化
期
及
び
そ
れ
以
降
に
な
る
と
、
明
ら
か
に
太
監
等
の
人
数
が
増
服
し
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
弘
治
十
七
年
の
吏
科
給
事
中
の
許
天
錫
の
上
奏
に
は
、
内
外
各
街
門
管
事
人
員
各
有
定
額
。
近
年
以
来
、
内
府
各
監
局
l
1
1
1
1
i
l
l
I
l
l
1
1
1
1
l
i
l
l
l
1
1
1
L附ド
掌
印
・
余
書
者
多
、
至
三
四
十
員
。
と
あ
る
よ
う
に
、
太
監
等
の
人
数
は
弘
治
期
に
は
三
十
1
四
十
名
程
度
に
増
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
嘉
靖
帝
は
そ
の
即
位
詔
の
中
で
、
一
、
近
年
以
来
、
内
府
各
監
局
官
員
・
内
使
増
添
太
多
、
供
用
浩
繁
、
甚
非
祖
宗
奮
制
。
司
理
監
使
逐
一
査
選
、
照
依
弘
治
以
(
凶
)
前
員
数
、
存
留
供
事
。
と
内
府
各
監
局
官
員
の
増
加
の
問
題
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
成
化
期
以
降
、
太
監
等
の
数
の
増
加
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
太
監
等
の
人
数
が
洪
武
期
の
規
定
を
は
る
か
に
越
え
る
ま
で
増
加
し
た
こ
と
が
、
同
官
品
同
士
の
役
職
の
横
移
動
を
支
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
増
加
を
続
け
る
太
監
等
の
職
の
う
ち
、
太
監
に
つ
い
て
は
、
「
明
史
』
官
官
伝
了
こ
で
は
異
な
る
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
官
官
伝
一
の
「
太
監
」
と
、
官
官
伝
二
の
「
掌
印
」
「
乗
筆
」
「
随
堂
」
太
監
で
あ
る
。
官
官
伝
一
は
嘉
靖
期
ま
で
の
、
官
官
伝
二
は
陵
慶
以
降
の
官
官
の
伝
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
墓
誌
で
は
、
以
下
に
挙
げ
た
夏
時
の
墓
誌
の
よ
う
に
、
天
順
期
か
ら
掌
印
太
監
を
伺
わ
せ
る
表
記
が
登
場
し
て
い
る
。
B
天
順
改
一
元
:
遂
益
重
之
、
伸
掌
本
監
印
。
そ
の
後
、
成
化
期
に
な
る
と
、
太
監
の
中
の
「
掌
印
太
監
」
的
な
存
在
が
確
認
で
き
る
。
嘉
靖
期
の
司
礼
監
太
監
張
佐
の
上
奏
に
、
司
櫨
監
太
監
張
佐
等
言
尺
「
臣
等
給
事
中
禁
、
無
背
徒
可
役
、
止
取
給
於
人
匠
不
事
工
作
者
。
嘗
成
化
中
、
賜
臣
等
各
有
名
数
、
対
国
斜
刑
制
対
刊
刈
、
倒
閣
到
刊
到
刈
、
左
監
四
十
人
、
右
監
三
十
人
、
典
簿
二
十
五
人
、
経
廠
六
科
廊
等
慮
、
各
以
資
格
遜
A
初
)
滅
。
乞
照
奮
例
補
給
巨
等
。
」
上
命
如
例
搬
用
、
不
得
過
多
。
と
あ
り
、
同
じ
太
監
で
も
「
掌
印
者
」
と
「
飴
」
と
の
聞
に
明
ら
か
な
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、
「
掌
印
」
「
乗
筆
」
と
い
う
形
で
は
、
文
献
・
墓
誌
等
で
、
世
廟
雅
尚
文
筆
、
久
乏
醤
意
者
、
適
有
調
近
大
臣
祭
陵
回
、
以
忠
姓
名
皐
行
奏
薦
、
倒
菊
到
幽
調
銅
割
則
。
(
飽
忠
)
剰
倒
捌
調
銅
、
奥
同
黄
錦
一
同
線
事
、
賞
勝
衣
玉
帯
禄
米
、
許
在
内
府
騎
馬
、
尋
賜
坐
〔
腕
。
(
漏
保
)
勝
己
丑
(
万
暦
十
七
年
)
、
特
召
入
司
瑚
劉
附
劃
制
覇
、
尋
管
本
監
池
事
、
線
理
中
外
文
書
・
提
督
教
習
・
兼
督
躍
儀
房
、
欽
賜
座
勝
、
庁
、
許
禁
地
乗
闘
。
(
田
義
)
つ
な
ど
、
嘉
精
期
以
降
の
使
用
が
確
認
で
き
る
。
飢
こ
れ
ら
「
太
監
」
と
「
掌
印
」
「
乗
筆
」
「
随
時
且
」
太
践
と
の
関
係
械
に
つ
い
て
は
、
同
じ
嘉
靖
期
の
官
官
で
あ
る
握
景
の
墓
誌
に
、
調
乙
巳
(
嘉
靖
二
十
四
年
)
、
調
司
瑚
劃
対
園
、
命
提
督
宮
内
教
書
街
珂
I
l
i
l
i
-
-
I
I
l
l
1
1
1
【
M
V
官
井
西
苑
農
務
、
進
掌
司
躍
監
印
。
以
鵬
首
痔
致
疾
、
完
卒
。
れ
の
よ
う
な
使
用
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
司
礼
監
太
監
に
就
任
し
慨
た
あ
と
「
掌
司
礼
監
印
」
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
で
帥
は
「
司
礼
監
太
監
」
と
「
掌
司
礼
監
印
」
が
、
同
じ
「
太
監
」
で
あ
っ
宣
て
も
明
ら
か
に
異
な
る
役
職
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
半
、明
る
。
さ
ら
に
、
墓
誌
の
中
に
は
二
つ
の
名
称
体
系
が
同
時
に
確
認
で
き
る
も
の
も
存
在
す
る
。
杜
茂
の
墓
誌
に
、
5
寓
暦
壬
辰
(
二
十
年
)
、
擢
文
書
一
房
、
兼
署
惜
薪
司
、
底
割
樹
丞
、
随
陸
太
監
、
掌
天
下
諸
司
章
奏
。
:
・
今
上
(
H
天
啓
帝
)
嗣
登
大
賀
、
追
念
脅
奮
、
復
晋
公
於
乾
清
宮
近
侍
・
司
閥
劉
剰
割
太
監
。
公
方
欲
鞠
拐
盤
棒
、
持
其
未
馨
之
忠
義
。
無
何
、
寛
以
疾
終
、
是
為
泰
昌
之
元
年
十
月
二
十
八
日
也
。
距
公
生
時
、
得
(お
V
年
八
十
有
一
。
と
あ
る
よ
う
に
、
社
茂
は
左
右
監
丞
↓
太
監
の
の
ち
、
さ
ら
に
司
礼
監
乗
筆
太
監
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宣
徳
期
以
降
確
認
さ
れ
る
太
監
の
複
数
名
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
「
掌
印
」
等
の
名
称
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
「
掌
印
」
と
い
う
役
職
は
、
『
酌
中
志
』
に
、
司
藤
監
掌
印
太
監
一
員
、
乗
筆
・
随
堂
太
監
八
、
九
員
或
四
、
五
人
。
内
官
監
掌
印
太
監
一
員
。
其
所
属
有
線
理
・
管
理
・
余
書
・
血
(
簿
・
掌
司
人
数
、
潟
字
・
監
工
。
御
用
監
掌
印
太
監
一
員
、
裏
外
監
把
線
二
員
、
猶
総
理
也
。
有
典
簿
・
掌
司
・
潟
字
・
監
工
O
I
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1
1
(
お
}
司
設
監
掌
印
太
監
一
員
、
有
線
理
・
愈
書
等
官
、
如
内
官
監
。
と
あ
る
よ
う
に
、
司
礼
監
に
の
み
確
認
で
き
る
「
乗
筆
」
「
随
堂
」
と
異
な
り
、
各
監
で
確
認
で
き
る
。
乙
れ
は
つ
ま
り
、
複
数
名
存
在
す
る
太
監
の
中
か
ら
、
よ
り
上
位
の
者
一
名
に
「
掌
印
」
と
い
う
呼
称
を
つ
け
格
上
と
す
る
こ
と
で
、
複
数
名
の
太
監
の
中
に
序
列
を
作
り
出
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
官
官
集
団
の
中
に
「
掌
2
印
」
太
監
を
頂
点
と
す
る
階
梯
構
造
が
組
み
込
ま
れ
、
「
掌
印
」
太
監
5
を
中
心
に
官
官
集
団
が
動
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
以
上
、
役
職
の
横
移
動
と
上
位
の
職
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
、
太
監
の
複
数
名
化
・
役
職
名
の
変
化
と
併
せ
て
考
察
し
て
き
た
が
、
墓
誌
等
に
は
皇
帝
の
死
去
等
に
伴
い
、
太
監
が
神
宮
監
へ
の
異
動
や
降
格
を
経
験
す
る
場
面
も
多
く
登
場
す
る
。
次
節
で
は
、
太
監
就
任
後
に
起
き
る
こ
れ
ら
の
異
動
に
つ
い
て
、
東
宮
官
系
官
官
も
含
め
て
考
察
を
加
え
る
。第
四
節
神
宮
監
へ
の
異
動
・
降
格
表
2
は
神
宮
監
へ
の
異
動
・
降
格
を
ま
と
め
た
表
で
あ
る
。
神
宮
監
は
十
二
監
の
)
つ
で
あ
り
、
皇
帝
の
陵
墓
の
管
理
や
祭
杷
を
行
な
う
の
が
そ
の
仕
事
で
あ
る
。
神
宮
監
へ
の
異
動
に
は
、
表
の
大
部
分
を
占
め
る
「
服
喪
行
為
」
と
し
て
の
異
動
の
他
に
、
罪
を
犯
し
た
官
官
に
対
す
る
懲
罰
行
為
と
し
て
の
異
動
も
存
在
す
る
。
懲
罰
行
為
と
し
て
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
『
万
暦
野
猿
編
』
に
、
内
臣
得
罪
、
祖
宗
倶
下
法
司
。
近
代
以
来
、
自
内
批
出
。
其
軽
者
、
云
降
作
奉
御
、
私
宅
閑
住
。
蓋
猶
潟
六
品
官
也
。
又
降
奉
御
者
、
或
護
南
京
新
房
閑
住
、
或
一
玄
鳳
陽
祖
陵
司
香
。
到
劃
謝
叫
附
例
川
刈
剖
Y
劉
到
剤
刻
朝
関
司
割
叶
則
剣
割
剰
叫
i
又
重
者
、
則
云
降
充
海
軍
、
震
去
南
京
孝
陵
街
積
菜
。
其
更
甚
者
、
至
云
爽
四
爽
拶
四
拶
、
打
一
百
、
畿
南
海
子
常
川
打
更
。
則
示
意
殺
【
m
m
}
之
。
十
無
一
存
者
会
。
と
あ
る
よ
う
に
、
重
い
罪
状
を
得
た
官
官
は
洪
武
帝
陵
で
あ
る
孝
陵
神
宮
監
の
官
で
あ
る
司
香
に
追
放
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
孝
陵
司
香
へ
の
異
動
に
関
す
る
例
と
し
て
、
『
憲
宗
実
録
』
に
、
壬
成
、
調
剤
劇
矧
側
対
闘
閣
制
明
矧
割
幽
朝
関
司
劃
叫
i
・
上
遺
(
注
)
直
佐
南
京
、
数
(
車
)
包
等
罪
而
寅
之
。
既
還
錦
衣
衛
、
請
治
(
軍
)
包
等
罪
。
遂
調
包
神
宮
監
、
令
(
李
)
震
回
京
開
住。
と
あ
る
よ
う
に
、
南
京
守
備
太
監
の
車
包
が
罪
を
関
わ
れ
、
孝
陵
司
香
に
異
動
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
追
放
の
の
ち
賓
罪
が
判
明
し
て
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
官
官
も
確
認
で
き
る
。
『
世
宗
実
録
』
に
、
初
逆
濠
府
、
内
典
費
等
官
閤
順
・
劉
良
・
隙
官
弓
窺
知
濠
謀
為
不
軌
、
赴
京
奏
問
。
濠
知
之
、
密
賄
朱
寧
・
減
賢
、
欲
得
順
等
而
甘
心
駕
。
劃
有
国
間
寸
劇
刷
叶
釧
尉
川
閥
劃
到
刻
剰
劇
矧
割
岡
崎
開
軍
、
乃
得
不
死
。
至
是
上
疏
、
自
白
其
魔
。
刑
部
議
覆
、
上
以
閤
順
等
中
選
可
嘉
、
詔
司
繭
蚕
奏
起
用
。
と
あ
り
、
寧
王
の
動
向
を
通
報
す
る
た
め
に
都
に
来
た
閤
順
・
劉
良
・
陳
宣
が
、
寧
王
側
の
懐
柔
工
作
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
孝
陵
神
宮
監
浄
軍
に
発
せ
ら
れ
た
が
、
宮
地
罪
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
結
果
、
復
帰
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
孝
陵
神
宮
監
が
罪
を
犯
し
た
官
官
が
追
放
さ
れ
る
先
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
げ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
懲
罰
行
為
と
し
て
の
神
宮
監
へ
の
異
動
に
対
し
、
表
2
に
挙
げ
た
例
は
通
常
の
役
職
変
遷
の
一
環
と
し
て
の
異
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
宮
監
へ
の
異
動
が
行
な
わ
れ
る
場
合
、
そ
の
大
多
数
は
皇
帝
の
死
去
の
後
、
そ
の
皇
帝
の
陵
墓
を
管
理
す
る
神
宮
監
へ
の
異
動
と
な
っ
て
い
る
が
、
侍
錦
や
李
道
の
墓
誌
に
、
勝
庚
子
、
組
劇
川
刻
、
カ
請
僻
職
蹄
回
、
懇
乞
三
章
。
特
以
奉
御
池
侍
香
長
陵
。
・
甲
辰
、
制
樹
、
詔
起
為
右
監
丞
、
調
景
陵
神
宮
げ
、
監
管
事
0
・
:
弘
治
壬
成
、
韓
尚
膳
監
左
監
丞
、
提
督
羊
廊
。
(
侍
つ
錦
)
似
正
徳
初
、
刑
制
凶
割
問
副
倒
1
d倒
制
捌
σ
詔
命
允
。
方
曇
然
破
薄
暮
、
華
院
長
越
。
(
李
噂
)
細
と
あ
る
よ
う
に
、
病
気
や
高
齢
の
た
め
に
自
ら
申
し
出
て
異
動
を
希
官
望
す
る
こ
と
や
、
特
に
理
由
は
明
記
さ
れ
ず
、
他
の
監
に
異
動
す
る
ど
よ
う
に
神
宮
践
に
異
動
し
て
い
る
事
例
も
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
楊
慨
忠
や
栗
底
、
百
周
栄
の
よ
う
に
、
孝
陵
神
宮
監
に
異
一
翻
し
て
い
る
富
官
同
も
確
認
で
き
る
。
楊
忠
は
孝
陵
神
宮
監
に
異
動
後
ま
も
な
く
元
の
職
宣
に
復
帰
し
て
お
り
、
ま
た
馬
栄
は
孝
陵
神
宮
監
・
康
陵
神
宮
監
掌
印
ゆ也、蜘
太
監
と
神
宮
監
問
を
異
動
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
神
3
宮
監
へ
の
異
動
は
そ
の
多
く
が
皇
帝
死
去
に
伴
う
服
喪
行
為
で
は
あ
5
る
が
、
服
喪
の
み
に
限
ら
ず
普
通
の
人
事
異
動
の
一
環
と
し
て
の
異
動
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
服
喪
行
為
と
し
て
の
側
面
を
よ
り
強
く
持
つ
の
が
、
降
格
で
あ
る
。
表
2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
降
格
が
確
認
で
き
る
の
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
皇
帝
の
死
去
に
伴
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
、
服
喪
行
為
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
神
宮
監
へ
の
異
動
や
降
格
は
、
そ
の
ま
ま
死
去
し
た
者
は
別
と
し
て
、
異
動
し
た
富
官
の
経
歴
を
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
神
宮
監
に
異
動
し
た
官
官
の
大
部
分
は
、
そ
の
後
別
の
監
に
異
動
す
る
形
で
復
帰
し
て
お
り
、
ま
た
降
格
し
た
場
合
も
ほ
ぼ
す
べ
て
の
宣
官
が
異
動
以
前
の
職
ま
た
は
よ
り
上
位
の
職
に
就
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
御
馬
監
太
監
か
ら
康
陵
神
宮
監
右
少
監
に
異
動
し
た
杜
甫
ゃ
、
御
用
厳
太
監
か
ら
同
右
監
丞
に
降
格
し
た
萱
譲
の
墓
誌
に
は
、
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
L
胆
正
徳
辛
巳
、
例
革
右
少
監
康
陵
司
香
。
(
杜
甫
)
i
l
l
1
I
l
l
1
1
1
l
l
l
〔刻一
弘
治
改
元
、
例
左
遷
右
監
丞
、
品
川
掌
監
事
。
(
茸
譲
)
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
服
喪
に
伴
う
人
事
異
動
が
常
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
服
喪
行
為
と
し
て
の
神
宮
監
へ
の
移
動
・
降
格
が
持
つ
意
味
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
第
一
に
弔
意
を
示
す
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
皇
帝
の
死
去
に
伴
い
神
宮
監
へ
の
異
動
・
降
格
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
太
監
等
の
役
職
に
欠
員
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
正
四
品
の
職
に
上
り
詰
め
て
し
ま
っ
た
以
上
、
現
任
の
太
監
が
追
放
か
引
退
・
死
去
す
る
以
外
に
そ
の
職
が
4
空
く
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
神
宮
監
へ
の
移
5
動
・
降
格
に
よ
っ
て
経
験
あ
る
太
監
の
復
帰
可
能
性
を
保
証
し
な
が
ら
空
席
を
作
り
、
そ
と
に
新
し
い
太
監
を
任
命
す
る
こ
と
で
、
人
材
の
流
動
性
を
高
め
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
主
に
街
門
官
系
富
官
を
中
心
に
役
職
の
変
遷
等
を
考
察
し
て
き
た
が
、
次
節
で
は
東
宮
官
系
官
官
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
第
五
節
東
宮
官
系
官
官
に
つ
い
て
東
宮
官
系
官
官
は
、
表
3
に
挙
げ
た
四
十
二
名
が
確
認
で
き
る
。
東
宮
官
系
富
宮
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
東
宮
官
に
な
る
時
の
年
齢
に
は
、
特
に
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
②
東
宮
官
就
任
後
、
街
門
官
系
の
役
職
に
つ
く
官
官
も
い
る
が
、
多
く
は
長
随
・
奉
御
な
ど
の
低
い
役
職
の
ま
ま
で
あ
る
。
③
皇
太
子
の
即
位
後
、
従
六
品
の
長
随
等
か
ら
正
四
品
の
太
監
や
正
五
品
の
左
右
監
丞
等
の
役
職
に
一
気
に
昇
格
す
る
。
ま
た
す
ぐ
に
登
用
さ
れ
な
く
て
も
、
数
年
の
う
ち
に
大
多
数
の
官
官
が
太
監
等
ま
で
昇
格
す
る
。
特
に
③
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
資
料
が
確
認
で
き
る
。
永
楽
帝
に
仕
え
た
劉
通
は
、
初
事
太
宗
文
皇
帝
子
蒋
邸
。
時
権
倖
用
事
、
離
間
宗
室
。
:
{岳
上
登
大
賀
、
授
公
尚
膳
監
左
監
丞
。
と
あ
る
よ
う
に
、
永
楽
帝
即
位
後
に
正
五
品
の
左
監
丞
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
宮
時
代
の
成
化
帝
に
仕
え
た
陳
良
は
、
英
宗
復
僻
、
授
奉
御
為
劃
対
引
何
劃
割
。
未
幾
、
改
針
工
局
右
副
使
、
縛
内
官
監
左
少
監
。
:
英
宗
升
退
、
皇
太
子
嗣
統
、
是
為
憲
宗
。
嗣
劉
凶
創
到
回
、
仰
令
給
侍
左
右
。
公
理
宮
披
事
、
(
M
m
v
 
有
傑
緒
。
と
あ
る
よ
う
に
、
天
順
期
に
東
宮
伴
読
官
と
し
て
仕
え
、
成
化
帝
の
即
位
後
に
「
以
公
奮
臣
」
と
い
う
理
由
で
登
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
靖
帝
も
藩
邸
時
代
の
宣
官
を
多
く
取
り
立
て
て
お
り
、
従
朕
藩
邸
、
数
勢
年
久
、
左
右
朕
弱
、
各
有
功
績
、
張
佑
歳
加
緑
米
四
十
八
石
、
麿
弟
姪
一
人
為
錦
衣
衛
世
襲
指
揮
使
、
一
人
為
世
襲
正
千
戸
。
黄
英
歳
加
蘇
米
三
十
六
石
、
際
弟
姪
為
錦
衣
衛
世
襲
指
揮
同
加
、
一
人
世
襲
正
千
戸
。
剰
刺
歳
加
藤
米
三
十
四
石
、
麿
弟
姪
一
人
為
錦
衣
衛
世
襲
指
揮
愈
事
、
一
人
為
世
襲
百
戸
。
張
忠
歳
加
藤
米
二
十
四
石
、
麿
弟
姪
一
人
為
錦
衣
衛
世
襲
指
揮
余
事
。
刻
刻
・
尉
倒
・
聞
刻
・
附
置
困
・
洲
創
出
・
到
錦
・
李
清
・
王
酔
・
孫
端
各
藤
弟
姪
一
人
為
錦
衣
衛
世
襲
正
千
戸
。
組
制
糊
・
割
劃
・
割
劃
・
関
岡
・
調
瑚
・
刺
洲
・
劃
州
・
困
問
剖
・
釧
回
・
釧
釧
・
釧
剣
・
引
国
各
臆
弟
姪
一
人
為
錦
衣
衛
世
襲
百
戸
督
兵
迎
駕
道
闘
。
と
あ
る
よ
う
に
、
藩
邸
時
代
の
宮
官
と
考
え
ら
れ
る
二
十
五
名
に
つ
い
て
禄
を
加
増
し
、
ま
た
弟
姪
を
錦
衣
衡
の
官
と
し
て
取
り
立
て
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
黄
錦
・
蘇
瑳
・
張
且
内
(
張
丙
)
に
つ
い
て
は
基
誌
が
残
っ
て
お
り
、
正
徳
十
六
年
の
箇
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
先
皇
帝
在
潜
邸
、
公
有
保
湖
功
、
及
入
嗣
大
統
、
録
公
奮
労
、
A
羽
V
累
陸
御
用
監
太
監
、
再
改
尚
膳
司
設
内
官
諸
監
。
(
黄
錦
)
正
徳
辛
巳
、
我
息
上
入
承
大
統
、
警
官
不
遺
而
公
得
寵
遇
馬
。
劃
創
到
劉
矧
、
歴
擢
司
設
監
太
監
署
事
情
薪
前
。
(
蘇
瑳
)
公
於
正
徳
丁
卯
入
禁
披
、
籍
其
官
。
是
年
、
公
援
侍
湖
底
恭
容
淵
仁
純
聖
戯
皇
帝
府
中
、
克
謹
官
策
、
奮
力
自
強
。
後
随
今
上
船
縫
登
大
賞
。
目
正
徳
辛
巳
、
判
創
附
矧
劉
剣
、
陸
司
設
監
右
監
唯
副
・
(
張
丙
)
ぺ
と
あ
る
よ
う
に
、
藩
邸
時
代
か
ら
仕
え
た
労
に
報
い
る
た
め
に
太
監
つ
等
の
職
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
飢
ま
た
、
崇
禎
帝
即
位
の
際
も
、
『
崇
禎
長
編
』
に
、
崎
以
調
関
刻
、
麿
御
前
牌
子
太
監
自
・
期
制
・
割
田
・
細
謝
沼
周
・
羽
割
各
市
医
入
閣
目
下
一
は
廃
藩
邸
随
侍
官
今
乾
清
宮
管
事
太
監
司
之
鵡
・
周
世
治
・
商
輔
明
各
弟
径
一
入
計
錦
衣
衛
正
千
戸
、
牌
子
太
監
割
刻
劇
・
劇
倒
剥
・
割
刻
劇
・
倒
i
|
!
l
i
 
倒
延
年
・
商
作
隷
・
黄
一
魁
・
李
添
欝
各
弟
佳
一
人
錦
衣
衛
副
千
問
戸
倶
世
襲
、
内
牌
子
割
問
酬
明
騒
弟
径
一
人
錦
衣
衛
正
千
戸
、
常
t事ド
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
J
(
a
v
官
在
王
蕎
年
・
谷
春
祥
各
弟
姪
一
人
錦
衣
衛
副
千
戸
。
半
、聞
と
あ
る
よ
う
に
、
藩
邸
時
代
の
官
官
が
近
侍
等
に
登
用
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東
宮
官
は
永
楽
期
か
ら
崇
禎
期
ま
で
明
代
を
通
じ
55 
て
確
認
で
き
、
皇
帝
と
し
て
即
位
し
た
後
は
高
位
高
官
が
ほ
ぼ
約
束
さ
れ
た
、
街
門
官
系
と
は
別
の
人
材
供
給
ル
l
ト
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
『
酌
中
志
』
に
、
及
是
年
(
万
暦
二
十
九
年
)
十
月
十
五
日
、
光
廟
腐
冊
立
後
、
神
廟
貼
徐
文
兆
矯
典
璽
局
郎
、
韓
本
用
矯
紀
事
、
呉
進
忠
局
典
璽
局
寓
字
、
郷
義
・
王
安
・
李
寅
等
伴
讃
、
虚
進
矯
典
膳
、
張
忠
・
劉
忠
・
劉
朝
等
各
矯
典
兵
等
局
官
、
陳
臆
科
・
王
輔
等
局
近
侍
。
と
あ
る
よ
う
に
、
皇
太
子
が
冊
立
さ
れ
な
け
れ
ば
東
宮
官
も
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
従
っ
て
東
宮
官
は
常
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
東
宮
の
有
無
に
強
く
依
存
し
、
皇
帝
の
即
位
に
左
右
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
お
わ
り
に
以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
明
代
の
官
官
を
め
ぐ
る
状
況
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
を
見
せ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
、
皇
帝
に
よ
る
統
治
の
長
期
化
・
安
定
化
と
い
う
物
理
的
条
件
に
対
応
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
官
官
の
活
動
が
盛
ん
に
な
る
、
氷
楽
期
以
降
は
、
①
皇
帝
の
統
治
期
間
が
十
年
以
下
と
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
か
、
②
皇
帝
の
即
位
・
退
位
が
不
安
定
・
不
正
常
な
状
況
下
な
い
し
は
状
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
56 
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
際
、
『
明
史
』
富
官
伝
に
、
英
宗
復
僻
、
量
制
服
景
帝
所
用
太
監
到
訓
・
矧
則
・
剰
刺
・
到
凱
等
、
:
・
と
あ
る
よ
う
に
、
英
宗
の
復
僻
後
、
景
泰
帝
の
元
で
用
い
ら
れ
た
と
い
う
理
由
で
富
官
が
処
刑
さ
れ
る
な
ど
、
皇
位
継
承
の
不
安
定
・
不
正
常
な
状
態
は
官
官
の
地
位
を
も
不
安
定
な
も
の
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
成
化
・
弘
治
・
正
徳
期
は
皇
太
子
が
即
位
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皇
帝
の
統
治
期
間
も
二
十
年
前
後
と
比
較
的
長
い
。
統
治
期
間
が
長
期
化
す
る
中
で
官
官
の
地
位
も
安
定
し
、
昇
格
し
た
官
官
の
受
け
皿
と
し
て
す
で
に
進
ん
で
い
た
太
監
職
の
複
数
名
化
が
一
層
進
む
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
太
致
職
が
複
数
名
化
し
で
も
太
監
に
就
任
で
き
な
い
官
官
は
、
同
官
品
官
同
士
で
の
役
職
の
横
移
動
を
繰
り
返
し
待
機
し
な
が
ら
太
監
へ
の
昇
格
を
待
ち
、
太
監
就
任
後
は
複
数
名
の
太
監
の
う
ち
、
「
掌
印
」
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
一
名
が
格
上
の
扱
い
と
な
り
、
掌
印
太
監
を
頂
点
と
し
た
階
層
構
造
が
成
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
街
門
官
系
富
官
の
動
き
と
は
別
に
、
東
宮
官
系
官
官
も
皇
帝
の
即
位
に
伴
っ
て
多
く
太
監
職
に
抜
擢
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
服
喪
行
為
と
し
て
の
神
宮
監
へ
の
異
動
や
降
格
な
ど
の
手
段
は
、
定
期
的
に
太
監
職
の
官
官
を
入
れ
替
え
る
結
果
を
生
み
、
人
材
の
流
動
性
を
確
保
し
な
が
ら
組
織
の
運
営
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
四
十
五
年
続
い
た
嘉
靖
期
は
、
こ
の
人
材
の
流
動
性
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
皇
帝
の
死
去
・
即
位
に
伴
っ
て
行
な
わ
れ
る
東
宮
官
系
官
官
の
昇
格
及
。
ひ
神
宮
監
へ
の
異
動
・
降
格
の
途
絶
で
あ
る
。
皇
帝
の
統
治
期
間
は
、
嘉
靖
以
前
に
つ
い
て
は
洪
武
期
が
三
十
一
年
と
最
も
長
く
、
官
官
の
活
動
が
多
く
見
ら
れ
る
永
楽
以
降
に
限
れ
ば
永
楽
・
成
化
期
の
二
十
年
強
が
最
も
長
い
治
世
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
官
官
側
か
ら
見
る
と
、
十
1
二
十
年
程
度
待
て
ば
皇
帝
が
亡
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
服
喪
人
事
に
よ
っ
て
太
監
職
に
欠
員
が
で
き
、
太
監
へ
の
昇
格
待
ち
で
待
機
し
て
い
る
官
官
や
東
宮
官
系
官
官
が
太
監
に
就
任
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と
の
皇
帝
の
死
去
・
即
位
に
伴
う
人
事
異
動
は
、
永
楽
帝
即
位
後
、
百
二
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
。
し
か
し
、
嘉
靖
期
が
四
十
五
年
と
長
期
間
続
い
た
結
果
、
皇
帝
が
死
去
し
な
い
た
め
、
服
喪
に
伴
う
神
宮
監
へ
の
異
動
・
降
格
が
行
な
わ
れ
ず
、
太
監
職
に
欠
員
が
生
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
新
し
い
皇
帝
も
即
位
し
な
い
た
め
、
東
宮
官
系
か
ら
の
昇
格
も
途
絶
し
て
し
ま
い
、
こ
の
結
果
、
長
随
・
奉
御
の
職
に
つ
き
、
左
右
監
丞
・
少
監
を
経
て
太
監
に
就
任
す
る
、
街
門
官
系
の
陸
進
コ
l
ス
に
乗
ら
な
け
れ
ば
、
太
監
に
就
任
で
き
な
く
な
る
事
態
が
起
き
出
。
こ
の
結
果
、
人
材
の
流
動
性
自
体
は
損
な
わ
れ
た
も
の
の
、
内
府
二
十
四
街
門
の
中
心
で
あ
る
十
二
監
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
だ
け
存
在
す
る
掌
印
太
監
が
、
就
任
の
困
難
さ
も
相
倹
っ
て
そ
の
地
位
・
権
威
を
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、
皇
帝
に
よ
る
統
治
の
長
期
化
・
安
定
化
と
い
う
物
理
的
条
件
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
官
官
集
団
は
そ
の
時
々
の
状
態
に
応
じ
て
そ
の
構
造
を
変
え
つ
つ
、
掌
印
太
監
を
頂
点
と
す
る
組
織
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
明
代
の
官
官
と
い
う
と
、
王
振
・
在
直
・
劉
瑳
・
貌
忠
賢
な
ど
が
も
た
ら
し
た
政
治
の
混
乱
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
政
治
を
混
乱
さ
せ
た
官
官
が
一
人
で
活
動
で
き
た
は
ず
が
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
て
王
振
ら
の
活
動
に
影
響
を
与
え
た
官
官
集
団
の
存
在
を
想
定
す
べ
き
で
あ
勝
る
。
そ
の
よ
う
な
、
権
力
を
振
る
っ
た
官
官
と
官
官
集
団
と
の
関
係
唯
や
、
司
礼
監
の
地
位
・
権
威
が
確
立
し
て
い
っ
た
過
程
な
ど
、
富
官
庁
、
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
しつにレu刑
判
注
抑
(
1
)
制
度
・
状
況
の
紹
介
を
し
た
も
の
と
し
て
は
、
清
水
泰
次
「
明
代
の
剣
官
官
」
(
『
史
観
』
一
、
一
九
一
三
)
、
温
功
義
『
明
代
的
官
官
和
宮
廷
』
措
(
重
慶
出
版
社
、
一
九
八
九
)
、
劉
新
風
『
明
朝
槌
官
』
(
龍
雲
出
版
社
、
ど
一
九
九
一
一
)
、
顧
蓉
・
葛
金
芳
「
霧
横
唯
踏
古
代
官
官
群
体
的
文
化
班
考
察
』
(
陳
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
)
、
衛
建
林
『
明
代
官
宮
内
山
政
治
(
増
訂
本
)
』
(
花
山
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
八
)
、
何
偉
峨
『
明
沼
初
的
官
官
政
治
』
(
文
星
図
書
有
限
公
司
、
二
O
O二
)
、
丁
易
『
明
代
内
特
務
政
治
」
(
中
華
書
局
、
二
O
O六
)
、
王
春
稔
・
社
腕
言
『
明
朝
官
明
官
』
(
陳
西
人
民
出
版
社
、
二
O
O七
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
個
別
の
官
官
・
組
織
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
た
も
の
と
し
て
は
、
谷
光
隆
「
成
化
時
代
に
お
け
る
司
礼
監
の
地
位
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
十
一
千
三
、
一
57 
九
五
四
)
及
び
「
成
化
時
代
の
伝
奉
官
に
つ
い
て
」
(
『
史
林
』
三
十
八
l
三
、
一
九
五
五
)
、
沢
田
瑞
穂
「
太
監
劉
理
」
(
『
天
理
学
報
』
五
十
四
、
一
九
六
七
)
、
関
野
潜
龍
「
官
官
劉
珪
と
張
永
の
対
立
」
(
『
三
田
村
博
士
古
希
記
念
東
洋
史
論
集
」
、
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
一
九
八
O
)
、
阪
倉
篤
秀
「
武
宗
朝
に
お
げ
る
八
虎
打
倒
計
画
に
つ
い
て
」
(
「
明
清
時
代
の
政
治
と
社
会
』
小
野
和
子
編
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
三
)
、
中
山
八
郎
「
明
代
の
織
染
局
」
及
び
「
明
代
に
於
け
る
伝
奉
織
造
の
起
源
に
つ
い
て
」
(
『
明
清
史
論
集
』
、
中
山
八
郎
先
生
明
清
史
論
集
編
集
委
員
会
編
、
一
九
九
五
)
、
野
田
徹
「
明
代
在
外
官
官
の
一
形
態
に
つ
い
て
鎮
守
宣
官
を
め
ぐ
っ
て
」
(
九
大
『
東
洋
史
論
集
」
二
十
四
、
一
九
九
六
)
及
び
「
嘉
靖
期
に
お
け
る
鎮
守
官
官
裁
革
に
つ
い
て
」
(
『
史
淵
』
一
一
一
一
七
、
ニ
0
0
0
)
、
川
越
泰
博
「
太
監
喜
寧
檎
狼
始
末
」
(
中
央
大
文
学
部
研
究
紀
要
、
史
学
科
第
四
十
七
号
、
二
O
O
ニ
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
官
官
と
他
の
組
織
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
間
野
潜
龍
「
明
代
の
武
当
山
と
官
官
の
進
出
」
(
『
明
代
文
化
史
研
究
』
、
同
朋
舎
、
一
九
七
九
)
、
川
越
泰
博
「
明
代
の
奴
軍
と
火
者
功
臣
家
の
家
政
機
構
」
(
中
央
大
『
紀
要
』
(
史
学
)
四
十
四
、
一
九
九
九
)
、
社
腕
言
『
失
衡
的
天
平
明
代
官
官
輿
黛
宇
」
(
寓
巻
機
、
一
九
九
九
)
、
陳
王
女
『
明
代
二
十
四
街
門
官
官
興
北
京
仰
教
』
(
如
聞
出
版
社
、
ニ
O
O
一
)
、
温
功
義
『
明
代
官
官
与
三
案
」
(
重
慶
出
版
社
、
二
O
O四
)
、
王
春
稔
・
社
腕
言
『
明
朝
官
官
興
経
済
史
料
初
探
(
修
訂
版
)
』
(
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
O
O九
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
冷
東
「
二
十
世
紀
九
十
年
代
中
園
官
官
研
究
綜
述
」
(
『
史
学
月
刊
』
二
0
0
0
三
)
に
は
、
九
0
年
代
の
官
官
に
関
す
る
論
文
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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(
2
)
野
田
徹
「
明
朝
官
官
の
政
治
的
地
位
に
つ
い
て
」
(
九
大
『
東
洋
史
論
集
』
二
十
一
、
一
九
九
三
)
(
3
)
拙
稿
「
司
礼
監
太
監
に
至
る
過
程
と
官
官
の
経
歴
に
つ
h
て
」
(
「
秋
大
史
学
』
五
十
、
二
O
O四
)
(4)
欧
陽
琢
「
明
代
的
司
礼
監
」
(
『
江
西
師
範
大
学
学
報
』
一
九
八
三
四
)
、
方
志
遠
「
論
明
代
官
官
的
知
識
化
問
題
」
(
『
江
西
師
範
大
学
学
報
』
一
九
八
九
1
三
)
、
欧
陽
疎
「
明
内
府
内
書
堂
考
略
l
兼
論
司
躍
監
和
内
閣
共
理
朝
政
」
(
『
江
西
師
範
大
学
学
報
』
一
九
九
Ol--)
な
ど
。
な
お
、
前
二
者
は
欧
陽
深
・
方
志
逮
『
明
清
中
央
集
権
奥
地
域
経
済
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
O
O二
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
5
)
任
防
「
明
代
官
官
籍
貫
輿
民
族
考
論
|
明
代
宣
官
墓
誌
研
究
之
一
」
(
『
首
都
博
物
館
叢
刊
』
第
十
五
期
、
二
O
O
ご
・
任
肪
「
明
代
官
官
選
用
奥
仕
進
探
研
明
代
官
官
墓
誌
研
究
之
一
一
」
(
向
上
第
十
六
期
、
二
O
O一
己
・
任
防
「
明
代
官
官
退
休
輿
養
老
考
察
!
明
代
官
官
墓
誌
研
究
之
一
三
(
向
上
第
十
七
期
、
二
O
O三
)
な
ど
。
(6)
文
献
史
料
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
。
『
明
実
録
』
・
「
明
史
』
・
『
酌
中
志
』
(
劉
若
愚
著
、
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
)
・
『
穿
山
堂
別
集
』
(
玉
世
貞
著
、
中
華
害
局
、
一
九
八
五
)
・
『
明
史
紀
事
本
末
』
(
谷
応
泰
著
、
三
民
書
官
房
、
一
九
六
九
)
・
「
明
代
伝
記
叢
刊
』
(
周
駿
富
輯
、
明
文
書
局
、
一
九
九
一
)
中
の
『
国
朝
献
徴
録
』
『
明
書
』
『
明
史
縞
」
「
罪
惟
録
』
『
名
山
蔵
』
『
崇
禎
忠
節
録
』
『
皇
明
泳
化
類
編
」
『
国
深
集
』
『
皇
明
書
』
『
列
朝
詩
集
小
俸
』
の
伝
記
部
分
・
『
四
庫
全
書
』
中
の
『
室
敬
文
集
』
『
圭
峯
集
』
『
倣
山
集
』
『
会
州
繍
稿
』
。
ま
た
基
誌
史
料
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
。
「
新
中
国
出
土
墓
誌
』
北
京
編
/
河
北
編
(
中
国
文
物
研
究
所
・
河
南
省
文
物
研
究
所
編
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
四
)
・
『
北
京
市
文
物
研
究
所
蔵
纂
誌
拓
片
』
(
北
京
市
文
物
研
究
所
編
、
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
O
O三
)
・
「
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
陸
編
」
(
北
京
図
書
館
金
石
組
編
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
0
1
一
九
九
一
)
・
『
北
京
工
商
大
学
明
代
太
監
墓
』
(
北
京
市
文
物
研
究
所
編
、
知
識
産
権
出
版
社
、
二
O
O五
)
・
『
明
滑
石
刻
文
献
全
編
』
(
国
家
図
書
館
善
本
金
石
組
編
、
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
O
O一
ニ
)
・
『
明
清
論
叢
」
第
一
輯
(
朱
誠
如
・
主
天
有
主
編
、
紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
九
九
)
・
「
文
物
」
一
九
八
三
年
第
二
期
/
一
九
八
六
年
第
九
期
・
『
北
京
市
石
景
山
区
歴
代
碑
志
選
』
(
中
共
石
景
山
区
委
宣
伝
部
等
編
、
同
心
出
版
社
、
二
O
O三)。
(7)
特
に
司
礼
監
に
つ
い
て
は
、
分
布
の
密
度
が
一
定
で
は
な
い
。
司
礼
監
に
区
分
さ
れ
た
五
十
名
の
官
官
の
う
ち
、
洪
武
1
正
徳
期
に
司
礼
監
太
監
に
就
任
し
た
官
官
は
十
四
名
、
嘉
靖
1
崇
禎
期
に
司
礼
監
太
監
に
就
任
し
た
官
官
が
三
十
六
名
と
、
そ
の
分
布
は
嘉
靖
期
以
降
に
偏
っ
て
い
る
ロ
特
に
万
暦
期
以
降
の
官
官
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
司
礼
監
太
監
で
あ
り
、
万
暦
帝
即
位
後
に
太
監
に
就
任
し
た
=
一
十
八
名
の
う
ち
、
司
礼
監
太
監
以
外
の
太
監
は
八
名
し
か
い
な
い
。
(B)
各
王
府
の
官
官
の
墓
誌
も
、
『
新
中
国
出
土
墓
誌
」
に
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
考
で
は
分
析
の
対
象
と
し
な
い
。
(9)
『
明
史
』
巻
三
百
四
・
列
伝
一
百
九
十
二
・
官
官
一
に
、
張
佐
・
飽
忠
・
褒
一
一
個
・
黄
錦
輩
、
雄
由
興
邸
哲
人
掌
司
躍
監
、
督
東
廠
、
然
皆
謹
筋
不
敢
大
様
。
と
あ
り
、
こ
れ
ら
四
名
は
東
宮
官
系
官
官
に
分
類
す
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
抱
忠
と
麦
福
に
つ
い
て
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
東
宮
官
系
官
官
と
は
し
て
い
な
い
。
飽
忠
は
、
『
酌
中
士
山
』
巻
二
十
二
・
見
聞
瑛
事
雑
記
に
以
下
の
文
が
あ
る
。
孝
廟
時
、
皇
親
窓
横
。
太
底
何
文
鼎
掌
乾
清
門
、
心
不
平
、
引
祖
宗
家
法
、
極
一
盲
直
謀
。
文
鼎
興
飽
太
監
忠
契
厚
、
:
何
文
鼎
(
何
鼎
)
は
弘
治
十
(
一
四
九
七
)
年
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
飽
忠
は
太
監
か
そ
れ
に
準
じ
た
役
職
に
就
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
じ
『
酌
中
志
』
見
聞
韻
事
雑
記
に
、
世
廟
雅
尚
文
皐
、
久
乏
嘗
意
者
、
適
有
親
近
大
臣
祭
陵
園
、
以
忠
姓
名
門
争
行
奏
薦
、
特
蒙
召
陸
乗
筆
掌
印
。
船
と
あ
る
よ
う
に
、
飽
忠
が
推
薦
さ
れ
特
別
に
登
用
さ
れ
た
と
い
う
記
鑓
載
か
ら
は
、
「
興
邸
哲
人
」
と
い
う
印
象
は
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
麦
て
福
に
つ
い
て
は
、
『
国
朝
献
徴
録
』
巻
百
十
七
に
、
山
公
幼
入
内
庭
、
正
徳
丁
丑
(
十
二
年
)
以
退
供
事
清
寧
宮
。
戊
寅
に
(
正
徳
十
三
年
)
、
改
乾
清
宮
近
侍
。
出
と
あ
る
よ
う
に
、
選
入
後
皇
太
后
や
皇
帝
に
仕
え
る
役
職
に
つ
い
て
の
お
り
、
「
興
邸
宙
人
」
に
類
す
る
記
載
は
な
い
。
以
上
よ
り
、
飽
忠
と
鯛
麦
福
は
、
本
論
で
は
街
門
官
系
官
官
と
し
て
扱
う
。
官
(
叩
)
『
酌
中
志
』
巻
十
六
・
内
府
街
門
職
掌
・
司
礼
監
条
。
ほ
(
日
)
『
明
史
』
巻
七
十
四
・
職
官
志
三
・
官
官
条
。
な
お
、
同
条
で
は
長
歴
随
・
奉
御
に
つ
い
て
、
役
職
名
を
列
記
す
る
と
こ
ろ
で
は
従
六
品
、
洪
叫
武
二
十
八
年
に
行
な
わ
れ
た
役
職
の
制
定
の
部
分
で
は
正
六
品
の
職
官
と
記
載
し
て
い
る
。
『
明
実
録
』
の
該
当
箇
所
で
は
正
六
品
と
記
載
さ
附
れ
て
い
る
が
、
も
し
正
六
品
だ
っ
た
と
し
た
場
合
、
『
明
史
』
『
明
実
録
』
明
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
正
六
品
の
職
と
記
載
さ
れ
て
い
る
典
簿
と
い
う
職
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
正
六
品
の
役
職
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
追
加
設
定
し
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
判
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然
と
し
な
い
た
め
本
論
文
で
は
従
六
品
と
の
記
載
に
従
っ
た
。
(
ロ
)
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
官
官
が
長
随
・
奉
御
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
嘉
靖
以
降
、
特
に
万
暦
・
天
啓
期
に
は
い
き
な
り
正
四
品
の
太
監
に
採
用
さ
れ
る
官
官
も
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
官
官
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
嘉
靖
期
・
・
孫
彬
・
宋
明
・
越
十
分
・
鴻
保
・
張
宏
・
栗
旺
万
暦
期
目
・
国
義
・
関
鮒
・
劇
州
・
張
某
・
割
謝
・
割
劇
・
創
出
国
・
張
昇
・
孫
返
泰
回
国
天
啓
期
梁
棟
・
趨
乗
葬
・
王
朝
輔
・
李
永
貞
・
泳
文
輔
・
徐
応
元
・
劉
応
坤
・
貌
学
顔
・
史
資
こ
の
う
ち
、
嘉
靖
期
・
万
暦
期
の
傍
線
を
引
い
た
宣
官
は
『
酌
中
志
』
で
し
か
そ
の
経
歴
を
追
跡
で
き
な
い
た
め
、
実
際
に
は
長
随
・
奉
御
等
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
泰
昌
天
啓
期
に
挙
げ
ら
れ
た
官
官
は
貌
学
顔
を
除
き
み
な
貌
忠
賢
派
と
さ
れ
て
お
り
、
貌
忠
賢
の
引
き
で
い
き
な
り
正
四
品
の
職
に
登
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
(
日
)
『
斧
山
堂
別
集
』
巻
九
十
・
中
官
考
一
。
(M)
『
憲
宗
実
録
』
巻
二
百
六
十
・
成
化
二
十
一
年
正
月
己
丑
条
。
(
日
)
「
孝
宗
実
録
』
巻
七
・
成
化
二
十
三
年
十
一
月
甲
子
条
。
(
凶
)
人
数
か
ら
考
え
て
、
「
四
五
人
」
は
太
監
・
左
右
少
監
・
左
右
監
丞
、
「
二
三
人
」
は
司
王
・
左
右
司
副
お
よ
び
局
大
使
・
左
右
副
使
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
(
口
)
『
孝
宗
実
録
』
巻
二
百
十
二
・
弘
治
十
七
年
五
月
辛
卯
条
。
(
刊
日
)
『
世
宗
実
録
』
巻
一
・
正
徳
十
六
年
四
月
壬
寅
条
。
な
お
、
「
皇
明
詔
令
』
巻
一
九
・
今
聖
上
皇
帝
上
で
は
、
「
南
京
内
府
」
云
々
と
書
か
れ
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て
い
る
。
し
か
し
仮
に
即
位
詔
の
こ
の
箇
所
が
、
南
京
内
府
に
つ
い
て
の
記
述
だ
っ
た
と
し
て
も
、
南
京
内
府
で
す
ら
官
員
・
内
使
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
よ
う
な
事
態
が
北
京
の
内
府
で
も
起
き
て
い
た
と
考
え
て
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
(
川
口
)
「
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
陸
編
』
五
十
二
巻
。
(
却
)
「
世
宗
実
録
』
巻
一
百
三
十
三
・
嘉
靖
十
年
十
二
月
壬
午
条
及
び
『
舜
山
堂
別
集
』
巻
九
十
九
・
中
官
考
十
。
(
幻
)
「
酌
中
士
山
』
巻
之
二
十
二
・
見
聞
積
事
雑
記
。
(
幻
)
『
穿
山
堂
別
集
』
巻
一
百
・
中
宮
考
十
一
。
(
お
)
「
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
陸
編
』
五
十
八
巻
。
(
加
)
『
新
中
国
出
土
墓
誌
』
北
京
編
・
二
七
O
。
(
お
)
『
新
中
国
出
土
墓
誌
』
北
京
編
・
一
一
一
二
二
。
(
お
)
「
酌
中
志
』
巻
之
十
六
・
内
府
街
門
職
掌
。
(
幻
)
『
明
史
』
巻
七
十
四
・
職
官
志
三
・
官
官
条
。
(
お
)
「
万
暦
野
獲
編
』
補
遺
巻
一
・
内
監
・
内
臣
罪
認
。
(
鈎
)
『
憲
宗
実
録
」
巻
一
百
七
十
了
成
化
十
三
年
十
月
壬
戊
条
。
な
お
李
震
は
当
時
、
湖
広
総
兵
官
左
都
督
で
あ
っ
た
。
(
羽
)
「
世
宗
実
録
」
巻
一
・
正
徳
十
六
年
四
月
庚
成
条
。
(
担
)
『
新
中
国
出
土
墓
誌
』
北
京
編
・
一
八
一
一
。
(
沼
)
『
新
中
国
出
土
墓
誌
』
北
京
編
・
一
八
七
。
(
お
)
「
北
京
市
文
物
研
究
所
蔵
墓
誌
拓
片
』
一
七
一
。
(
鈍
)
『
北
京
市
文
物
研
究
所
蔵
墓
誌
拓
片
』
一
一
一
一
二
。
(
お
)
『
北
京
市
文
物
研
究
所
蔵
基
誌
拓
片
』
八
一
。
(
お
)
『
北
京
市
文
物
研
究
所
蔵
墓
誌
拓
片
』
一
一
ニ
六
。
(
幻
)
李
堂
に
つ
い
て
は
、
『
北
京
市
文
物
研
究
所
蔵
墓
誌
拓
片
」
一
六
八
に
墓
誌
が
確
認
で
き
る
。
李
堂
は
弘
治
三
年
の
選
入
後
、
弘
治
七
年
に
随
侍
に
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
正
徳
十
六
年
、
嘉
靖
帝
に
従
っ
て
都
に
入
り
、
そ
の
年
の
う
ち
に
内
官
監
太
監
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
蒋
邸
時
代
の
嘉
靖
帝
に
仕
え
た
と
の
記
載
は
な
い
た
め
、
東
宮
官
系
官
官
に
分
類
し
な
か
っ
た
。
(
お
)
『
世
宗
実
録
」
巻
十
二
・
嘉
靖
元
年
三
月
壬
申
条
。
(
却
)
『
国
朝
献
徴
録
』
巻
二
七
。
(ω)
『
北
京
市
文
物
研
究
所
蔵
墓
誌
拓
片
」
一
八
三
。
(
叫
)
『
新
中
国
出
土
墓
誌
』
北
京
編
・
二
四
二
。
(
必
)
『
崇
禎
長
編
』
巻
二
・
天
啓
七
年
十
月
丁
酉
条
。
(
必
)
『
酌
中
志
』
巻
之
九
・
正
監
蒙
難
紀
略
。
(
叫
)
永
楽
帝
・
景
泰
帝
の
即
位
は
正
常
な
皇
位
継
承
で
は
な
い
し
、
ま
た
正
統
帝
の
幼
年
で
の
即
位
、
土
木
の
変
、
奪
門
の
変
な
ど
は
政
治
の
不
安
定
化
を
も
た
ら
し
た
。
(
必
)
『
明
史
』
巻
三
百
四
・
列
伝
一
百
九
十
二
・
官
官
一
。
(
必
)
第
一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
正
統
五
1
九
年
、
嘉
婿
元
i
九
年
、
隆
鹿
期
、
万
暦
三
十
年
代
以
降
に
選
入
し
た
官
官
は
確
認
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
こ
の
時
代
の
前
後
に
起
き
た
皐
帝
の
死
去
・
即
位
の
中
で
、
太
監
へ
の
昇
格
を
待
つ
官
官
が
多
く
な
り
、
そ
の
中
で
太
監
等
の
役
職
ま
で
昇
格
し
さ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
墓
誌
な
ど
を
残
せ
る
地
位
に
ま
で
昇
格
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
崇
禎
期
の
官
官
の
選
入
年
代
が
分
か
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
が
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
墓
誌
が
あ
ま
り
残
せ
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
